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■所沢市内の水の流れ…左下から時計回りに柳瀬川（本郷・通称アカバッケ
付近／中央写真も）、不老川（林）、砂川堀（三ヶ島）、東川（松郷）
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梅
雨
時
に
綺
麗
に
咲
き
乱
れ
る
ア
ジ

サ
イ
の
花
と
同
じ
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な

新
人
議
員
が
初
め
て
編
集
し
ま
し
た
市
議

会
だ
よ
り
で
す
。
市
民
の
皆
様
に
議
員
活

動
の
事
柄
を
、
ま
た
、
年
４
回
あ
る
定
例

会
の
内
容
を
お
知
ら
せ
で
き
る
重
要
な
広

報
誌
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
わ
か
り
や
す
く
親
し
み
や

す
い
市
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
、
委
員

一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
意

見
、
ご
感
想
、
ご
提
言
等
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

（
高
）

委

員

長

浜
野
　
好
明
　

副
委
員
長

西
沢
　
一
郎

委
　
　
員

菅
原
　
恵
子

石
井
　
　
弘

末
吉
美
帆
子

石
本
　
亮
三

赤
川
　
洋
二

福
原
　
浩
昭

高
田
　
昌
彦

連

絡

先

議
会
事
務
局
調
査
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
９
９
８
―
９
２
５
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本紙は古紙100％の再生紙を使用しています。 ●所沢市議会は環境に配慮した街づくりをしています。

●市議会ホームページアドレス　http://www.city.tokorozawa.saitama.jp/ ようこそ市議会へ

改選後初の定例会で
議案12件を可決

４月22日 市議会議員選挙

５月７・８日 代表者会議

９日 新任議員事務説明会

10日 代表者会議

15日 第１回臨時会
21・22日 新任議員施設見学会

29日 市民環境常任委員会

６月４日 代表者会議

議会運営委員会

６月11～26日 第２回定例会

22・25日 議会報委員会

29日 全員協議会

件　　　　　名 提　出　者 結　　　果 

○請願第４号 
　高層マンション建設に際し、良好な近隣住環境が維持 
　できるよう適切な行政指導を願う件 

所沢新町地区住環境対策協議会 
代表　林　弘二さん（所沢新町） 

ほか1,069人 

継続審査 
（多　　数） 

○請願第５号 
　再開発地域において、街の景観、環境に影響を及ぼすで 
　あろう建設予定の建築物に対し、適正な行政指導を開発 
　事業者にお願いしたい件 

美しいまちづくり友の会 
会長 中田 裕一さん（寿町） 

　ほか1,182人 

採　　択 
（全会一致） 

○請願第６号 
　所沢市内における保育園（幼稚園）での学童保育の 
　委託について 

喜多濃敏順さん（三ヶ島） 
ほか2,575人 

趣旨採択 
（多　　数） 

○請願第７号 
　パイオニア跡地開発事業計画に際し、良好な近隣住環境 
  が維持できるよう適切な行政指導を願う件 

パイオニア跡地開発対策協議会 
会長　小滝　正三さん（花園） 

ほか869人 

継続審査 
（全会一致） 

請願・陳情審議の結果（６月定例会） 

※請願第７号は、６月定例会審議分受付日以降に提出されたため、委員会審査は行われていません。

※ 

◎「ところざわ市議会だより」第143号 作成部数124,600部、経費3,252,186円
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○　賛　成 

×　反　対 

意見が分かれた請願に 
対する会派の態度 

（11人） （６人） （６人） （6人） （4人） （1人） （１人） （１人） 

市
民
ク
ラ
ブ 

公
　
明
　
党 

日
本
共
産
党 

民
　
主
　
党 

ゴ
リ
ラ
の
会 

市
民
ネ
ッ
ト 

共
　
　
　
生 

結
　
　
　
果 

会  

派
「
翔
」 

請願第６号 採択 

討 論 討 論 
請願請願の採決採決に 賛成×反対しますします 請願の採決に 賛成×反対します 

提出者には市議会議員ＯＢ、紹

介議員には各会派の代表が名を連

ね、採択の約束された「なれあい

政治」に思える。大きな政策であ

りながら、唐突な請願であり、継

続審査にすべきだと考える。

保護者が安心して働ける環境や

放課後児童健全育成の点から、バ

ランスよい学童保育の整備が必要

であり、新たな受け入れ先の増加

は重要と考える。慎重審議すると

いう点から趣旨採択を主張する。

■所沢市内における保育園（幼稚園）での
学童保育の委託について

次
の
定
例
会
は

９
月
３
日
か
ら
の
予
定
で
す
。
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一
般
会
計
の
補
正
は
、
７
、
６
８
１

万
７
千
円
の
増
額
を
行
っ
た
も
の
で
、

補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
８
１
３
億
７
、

６
８
１
万
７
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

下
水
道
特
別
会
計
の
補
正
は
、
１
億

１
、
６
０
０
万
円
の
増
額
を
行
っ
た
も

の
で
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
73
億

５
、
１
０
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

お
も
な
一
般
会
計
補
正
予
算
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
事
業
費

補
助
金

４
７
０
万
円

吾
妻
地
区
（
子
ど
も
み
こ
し
）
と
柳

瀬
地
区
（
テ
ー
ブ
ル
・
簡
易
倉
庫
等
）

の
２
件
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援

す
る
た
め
の
補
助
金
で
、
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
宝
く
じ
普
及
広
報
事

業
助
成
金
を
活
用
し
た
も
の
で
す
。

■
障
害
者
自
立
支
援
給
付
支
払

シ
ス
テ
ム
等
修
正
委
託
料

２
、
２
０
０
万
円

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
の
給
付
事
務

の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
全
国
統
一
の

標
準
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。
併
せ

て
支
払
事
務
を
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
に
委
託
す
る
た
め
、
既
存
シ
ス
テ

ム
の
修
正
と
新
た
な
デ
ー
タ
通
信
シ
ス

テ
ム
の
開
発
を
行
う
も
の
で
す
。

補
正
予
算 

補
正
予
算 

議会の新役員構成を 
決定しました 

平成19年 第１回（５月）臨時会 

第52代議長　

（市民クラブ・３期）

第53代副議長　

（会派「翔」・２期）

市民の皆様におかれましては、平素から所沢市

議会に対しまして、深いご理解とご協力を賜り、

厚く御礼を申し上げます。

去る４月の市議会議員選挙により、新たに36名

の議員が誕生し、初の臨時議会におきまして第52

代市議会議長に就任させていただきました。

さて、昨今のニュース報道を見ますと、行政

はもとより議会、議員に対しましても、世間か

ら大変厳しい目が向けられております。

このような中、私は、議員、執行部をはじめ

多くの皆様のご指導とご協力をいただきながら、

地方自治法や会議規則等に則って誠実に職務を

遂行し、クリーンで公平・公正かつ円滑な議会

運営に努めてまいりたいと考えております。

議会と行政は車の両輪に例えられますが、議会

といたしましても、情報公開を積極的に進める

とともに、より多くの皆様の声を議会に反映し

ながら、議会が市民の皆様にとりまして最も身

近な機関となりますよう、さらなる改革を進め

てまいりたいと考えております。

結びにあたりまして、次代を担う子どもたちを

はじめ34万市民が安全・安心に暮らしていける

よう、行政とも連携を図りながら、住みよい、

住んでよかったと思える「ふるさと所沢」の創

造のため、より一層努力してまいりますので、

市民の皆様のご指導、ご鞭撻を賜りますようお

願い申し上げ、就任のごあいさつといたします。

市
長
か
ら
は
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
議
案
３
件
、
人
事
案
件
２
件
が
提

出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

■
専
決
処
分
の
承
認
（
３
件
）

○
所
沢
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
「『
狭
山
ヶ
丘
・
区
４
号
線
道
路
新

設
工
事
（
西
武
池
袋
線
と
の
立
体
交

差
）』
に
係
る
協
定
の
締
結
に
つ
い

て
」
の
協
定
金
額
の
精
算
に
つ
い
て

○
「『
市
道
３
―
５
７
５
号
線
と
西
武

鉄
道
新
宿
線
と
が
交
差
す
る
新
所
沢

第
６
号
踏
切
道
の
拡
幅
工
事
及
び
洗

車
線
移
設
工
事
』
に
関
す
る
協
定
の

締
結
に
つ
い
て
」
の
協
定
金
額
の
精

算
に
つ
い
て

■
監
査
委
員
の
選
任
に
同
意
（
２
件
）

監
査
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
後

任
と
し
て
村
田
哲
一
議
員
（
民
主
党
・

６
期
）、
大
舘
靖
治
議
員
（
市
民
ク
ラ

ブ
・
３
期
）
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

さ
ら
に
、
農
業
委
員
会
委
員
の
辞
任

に
伴
い
、
谷
口
桂
子
議
員
（
公
明
党
・

３
期
）、
浜
野
好
明
議
員
（
市
民
ク
ラ

ブ
・
３
期
）
の
２
人
を
委
員
と
し
て
推

薦
し
ま
し
た
。
な
お
、
城
下
師
子
議
員

（
日
本
共
産
党
・
３
期
）
は
引
き
続
き

同
委
員
に
あ
た
り
ま
す
。

４
月
の
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
後
、
初

め
て
の
議
会
と
な
る
平
成
19
年
第
１
回
臨
時

会
が
、
５
月
15
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
臨
時
会
で
は
、
初
め
に
議
長
選
挙

が
行
わ
れ
、
投
票
の
結
果
、
秋
田
　
孝
議

員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）
が
当
選
し
、
第
52
代

議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
続
い
て
副
議
長

選
挙
が
行
わ
れ
、
投
票
の
結
果
、
中
村

太
議
員
（
会
派
「
翔
」）
が
当
選
し
、
第

53
代
副
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
常
任
委
員
会
委
員
、
議
会

運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
等
が
行
わ
れ
ま

し
た
（
10
、
11
ペ
ー
ジ
参
照
）。

を
可
決
し
ま
し
た 

件 件 
1212

平成19年第２回（６月）定例会は、６月11日から26日まで
の16日間の会期で開会されました。
市長からは、一般会計補正などの予算関係２件、条例関

係５件、人事案件３件ほか、計12件の議案が提出されました。
提出された議案はすべて原案どおり可決しました。
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永年にわたり市政振興に尽力した議

員に対し、全国市議会議長会、埼玉市

議会議長会より表彰があり、６月定例

会議場で表彰状の伝達がありました。

○表彰された議員（20年在職）

・平井　明美　議員　

・村田　哲一　議員

・森生　郁代前議員



■
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

平
成
18
年
度
所
沢
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
に
お
い
て
歳
入
不
足
が
生
じ

た
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年
度
の
歳
入
を

繰
り
上
げ
て
充
用
す
る
こ
と
に
伴
い
、

平
成
19
年
度
所
沢
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算
に
補
正
の
必
要
が
生
じ
ま

し
た
。
そ
の
議
決
を
経
る
時
間
的
余
裕

が
な
い
た
め
、
同
補
正
予
算
を
専
決
処

分
し
た
も
の
で
す
。

相
当
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
ケ
ー

ス
だ
が
、
再
発
防
止
策
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

医
療
費
関
係
の
予
測
、
特
に

歳
出
に
つ
い
て
、
い
か
に
予
測

し
て
い
く
か
が
重
要
だ
と
考
え
、
今
後

は
そ
の
辺
を
し
っ
か
り
と
見
込
ん
で
予

算
を
組
ん
で
い
き
た
い
。

■
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

の
減
少
に
つ
い
て
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■
社
会
福
祉
法
人
向
日
葵

ひ

ま

わ

り

会
貸
付
金
　

２
千
万
円

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
と
し

て
、
並
木
地
区
に
建
設
さ
れ
る
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に
対
し
て

貸
し
付
け
を
行
う
も
の
で
す
。

■
就
労
支
援
業
務
委
託
料
追
加

３
２
１
万
１
千
円

本
年
４
月
か
ら
生
活
保
護
受
給
者
で

求
職
活
動
が
就
労
に
つ
な
が
ら
な
い
方

等
を
対
象
に
、
就
労
自
立
・
就
労
開
始
・

就
労
収
入
の
増
加
等
を
目
的
と
し
て
就

労
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
在
１
人
で
対
応
し
て
い
る
就
労
支

援
員
を
１
人
増
員
し
、
家
庭
訪
問
を
通

し
て
就
労
意
欲
を
引
き
出
し
、
支
援
を

行
う
も
の
で
す
。

就
労
支
援
員
の
具
体
的
な
仕

事
内
容
を
示
し
て
ほ
し
い
。

基
本
的
に
は
就
労
に
か
か
る

面
接
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
例
え
ば
就
労
す
る
場

合
の
面
接
の
受
け
方
や
書
類
の
書
き
方

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
案
件
の
紹
介
、
職

業
安
定
所
や
企
業
へ
の
同
行
、
電
話
相

談
等
を
行
っ
て
い
る
。

■
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等

共
済
基
金
退
職
報
償
金
掛
金
追
加

65
万
円

基
金
の
将
来
に
わ
た
る
安
定
的
な
運

営
を
確
保
す
る
た
め
、
消
防
団
員
１
人

当
た
り
の
掛
金
が
２
千
円
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
団
員
３
２
５
人
分
を

追
加
で
増
額
す
る
も
の
で
す
。

■
教
育
指
導
費
追
加

１
、
８
８
２
万
５
千
円

昨
年
度
ま
で
県
が
配
置
し
て
い
た
さ

わ
や
か
相
談
員
に
代
わ
り
、
市
立
中
学

校
15
校
を
対
象
と
し
て
所
沢
市
さ
わ
や

か
相
談
員
を
配
置
し
ま
す
。

い
じ
め
や
不
登
校
、
非
行
問
題
等
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
児
童
・
生
徒

や
保
護
者
と
の
相
談
に
応
じ
る
と
と
も

に
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
と
の
連

携
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

相
談
員
の
採
用
権
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た

資
格
要
件
が
必
要
な
の
か
。

市
で
採
用
す
る
。
特
に
免
許

の
必
要
は
な
い
が
、
学
校
教
育

に
理
解
が
あ
り
、
子
ど
も
の
悩
み
に
応

じ
ら
れ
る
方
、
た
だ
し
、
生
年
月
日
が

昭
和
17
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
60
年
４

月
１
日
ま
で
の
方
を
資
格
と
す
る
。

「
所
沢
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
ビ
ラ

の
作
成
の
公
営
に
関
す
る
条
例
」
を
新

た
に
制
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
所
沢
市
情
報
公
開
条
例
」、

「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
所
沢
市

長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
」、

「
市
税
条
例
」、「
所
沢
市
消
防
団
員
等

公
務
災
害
補
償
条
例
」
の
４
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
所
沢
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
ビ
ラ
の

作
成
の
公
営
に
関
す
る
条
例

こ
れ
ま
で
衆
議
院
議
員
お
よ
び
参
議

院
議
員
に
お
い
て
、
選
挙
運
動
の
た
め

に
使
用
す
る
ビ
ラ
の
頒
布
は
認
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

今
回
公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
候
補
者
の
政
策
等
を
有
権
者
に
広

く
知
ら
せ
る
機
会
を
拡
充
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
地
方
公
共
団
体
の
長
の
選

挙
に
お
い
て
も
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
を
頒

布
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
併
せ

て
市
長
の
選
挙
に
つ
い
て
は
市
が
条
例

で
定
め
て
、
作
成
費
用
を
公
費
で
負
担

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

■
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意

・
青
木
照
子
氏
（
山
口
／
再
任
・
68
歳
）

・
菊
田
範
子
氏
（
花
園
／
再
任
・
57
歳
）

・
谷
口
　
悟
氏（

中
富
南
／
新
任
・
60
歳
）
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条
例
関
係 
条
例
関
係 

人
事
案
件
・
そ
の
他 

人
事
案
件
・
そ
の
他 

問 問 

問 問 

答 答 

答 答 問 問 答 答 

議案に議案に賛成×反対しますします 議案に賛成×反対します 

 

討 論 討 論 

元町北地区再開発事業の市有地売

払収入は問題が多く、反対する。

都市再生機構が主体となり、現在

70％の土地を所有しているが、本来

市が責任を持ってすべき再開発であ

る。併設施設の協議も不足していて

開発で同地区が活性化するとは思え

ず、ストップすべきである。

元町北地区再開発事業は市民から

早期の完成が望まれている重要な事

業である。現在、都市再生機構が多

くの土地を所有していることは経過

的なものであり、事業完了後、新し

い権利者へと移転されると聞く。

市有地の売り払いは、事業を少し

でも早く進める上で必要である。

今回の市民税課税特例の延長は、

格差を拡大させる構造改革の本質を

表している。大企業や富裕層への優

遇措置に納得できない市民は多い。

税負担の公平性は確保されており

決して一部の富裕層のためのもので

はない。庶民の暮らしに必ずや良い

影響を与えるものと考える。

6
月
定
例
会
の
動
き

月
定
例
会
の
動
き 

6
月
定
例
会
の
動
き 

●
6
月
11
日 

●
6
月
13
日 

●
6
月
14
日 

●
6
月
25
日 

●
6
月
26
日 

本
会
議 

本
会
議 

●
6
月
18 
〜
22
日 

本
会
議 

本
会
議 

委
員
会 

提
案
理
由
の
説
明 

議
案
説
明 

常
任
委
員
長
報
告（
特
定 

事
件
）・
質
疑 

議
案
質
疑 

四
常
任
委
員
会
並
行
審
査 

本
会
議 

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問 

常
任
委
員
長
報
告
・
質
疑 

討
論
・
採
決 

追
加
議
案
の
上
程
・ 

質
疑
・
採
決 

○　賛　成 

×　反　対 

12議案中、意見が分かれた議案に 
対する会派の態度 

（11人） （６人） （６人） （6人） （4人） （1人） （１人） （１人） 

市
民
ク
ラ
ブ 

公
　
明
　
党 

日
本
共
産
党 

民
　
主
　
党 

ゴ
リ
ラ
の
会 

市
民
ネ
ッ
ト 

共
　
　
　
生 

結
　
　
　
果 

会

派
「
翔
」 
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w
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w
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/

■
市
民
環
境
常
任
委
員
会

５
月
29
日
、
特
定
事
件
「
廃
棄

物
に
つ
い
て
」
か
ら
最
終
処
分
場

選
定
の
経
過
に
つ
い
て
、
一
般
廃

棄
物
処
理
基
本
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
の
２
件
を
議
題
に
、
担
当
職

員
の
説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
を

行
い
ま
し
た
。

■平成1９年度一般会計補正予算（第１号）

■市税条例の一部を改正する条例制定について

請願書の書き方 

表　紙 

本　文 

※印刷・製本の都合上、
左横書き（Ａ４判）で提出
をお願いしています。 

請 願 書 

件名　○○○○○○○○ 

紹介議員　○○○○ � 

1 件　名 

2 要　旨 

3 理　由 

 （添付書類・略図・署名簿） 

 平成　 年　 月　 日 

所沢市議会議長 

　　　　　　　　　　 様 

 請願者（代表） 

 住所 

 氏名　　　　　　　� 

 電話番号 

　　　　　　 ほか△△人 

請
願
書
は
、
い
つ
で
も
受
理
し
ま
す
が
、

定
例
会
の
５
日
前
ま
で
に
提
出
さ
れ
れ
ば
、

そ
の
定
例
会
で
審
議
さ
れ
ま
す
。

市
政
等
に
つ
い
て
、
市
民
が
直
接
市

議
会
に
要
望
で
き
る
制
度
が
あ
り
、
こ

れ
を
請
願
ま
た
は
陳
情
と
い
い
ま
す
。

請
願
は
、
議
員
の
紹
介
を
必
要
と
し
、

担
当
の
委
員
会
で
慎
重
に
審
査
さ
れ
、

本
会
議
で
採
択
か
不
採
択
か
が
最
終
的

に
決
め
ら
れ
ま
す
。

採
決
し
た
請
願
は
、
請
願
事
項
を
所

管
す
る
執
行
機
関
に
送
付
し
て
、
そ
の

請
願
の
処
理
の
経
過
と
結
果
の
報
告
を

求
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

陳
情
は
、
参
考
資
料
と
し
て
議
員
に

配
布
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
紹
介
議
員

の
あ
る
陳
情
は
請
願
と
同
様
に
審
議
さ

れ
ま
す
。

審
議
の
結
果
は
請
願
・
陳
情
の
代
表

者
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

請
願
書
の
書
き
方
は
下
記
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

求
め
な
い
！

夏
本
番
の
こ
の
時
期
、
市
内
各
地
区

で
盆
踊
り
な
ど
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

所
沢
市
議
会
で
は
、
平
成
16
年
７
月

に
「
所
沢
市
議
会
政
治
倫
理
規
程
」
を

制
定
し
、
こ
う
し
た
お
祭
り
な
ど
に
議

員
が
寄
附
や
差
し
入
れ
を
持
っ
て
い
く

こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
規
程
で
は

「
会
費
負
担
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
会
費
を
徴
収
さ

れ
て
い
な
い
市
民
の
方
が
い
る
場
合
に

は
、「
会
費
」
と
い
う
名
目
で
贈
っ
た
も

の
で
あ
っ
て
も
寄
附
に
該
当
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
十
分
な
ご
理

解
と
ご
留
意
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

受
け
取
ら
な
い
！

ミニ用語解説



議
員

寿
町
地
区
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

計
画
に
よ
り
「
と
こ
と
こ
市
」
が
本
年

10
月
で
閉
鎖
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
再
び
整
備
で
き
な
い
か
。

市
民
経
済
部
長

「
と
こ
と
こ
市
」
は

地
産
地
消
を
推
進
す
る
本
市
の
拠
点
の

ひ
と
つ
に
位
置
付
け
て
お
り
、
大
勢
の

方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後

も
安
全
で
新
鮮
な
地
元
農
畜
産
物
を
提

供
し
て
い
く
た
め
、
な
る
べ
く
現
在
地

か
ら
近
い
と
こ
ろ
に
移
転
で
き
る
よ
う

検
討
を
し
て
い
る
。

議
員

12
月
議
会
で
、
市
の
雑
木
林
は

年
に
平
均
２
・
35
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
失
わ

れ
て
い
る
と
い
う
回
答
だ
っ
た
が
、
こ

の
状
態
の
ま
ま
今
後
も
続
く
の
か
。

道
路
公
園
部
長

武
蔵
野
の
雑
木
林
の

多
く
は
、
農
家
の
ご
努
力
に
よ
っ
て
守

ら
れ
て
き
た
も
の
だ
が
、
社
会
の
変
化

に
よ
り
雑
木
林
の
農
用
林
と
し
て
の
価

値
が
失
わ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
も
雑
木

林
が
失
わ
れ
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
保
全
施
策
を
活

用
し
、
県
等
と
も
連
携
を
取
り
減
少
を

な
く
せ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員

狭
山
丘
陵
の
候
補
地
決
定
を
市

が
断
念
し
た
後
、
今
ま
で
の
選
考
経
過

を
踏
ま
え
、
残
る
５
か
所
の
候
補
地
か

ら
絞
る
の
だ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
た
。

し
か
し
、
条
件
を
変
更
し
選
考
し
な
お

す
と
い
う
こ
と
の
よ
う
だ
が
、
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
説
明
を
求
め
た
い
。

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長

６
か
所
の
候
補

地
の
一
つ
で
あ
る
狭
山
自
然
公
園
内
が
、

条
例
に
基
づ
く
基
準
に
抵
触
し
て
い
た

た
め
、
残
る
５
か
所
に
新
た
に
４
か
所

を
追
加
し
選
定
作
業
を
進
め
て
い
る
。

条
件
の
変
更
と
は
、
平
地
型
の
最
終
処

分
場
を
前
提
に
、
跡
地
利
用
も
含
め
、

交
通
の
利
便
性
、
処
理
水
の
放
流
先
を

考
慮
す
る
等
の
立
地
条
件
を
加
え
た
も

の
で
あ
る
。

議
員

路
上
喫
煙
禁
止
区
域
は
、
現
在

所
沢
駅
周
辺
を
含
め
て
７
地
域
あ
る
が
、

今
後
禁
止
区
域
を
増
や
す
予
定
は
あ
る

か
。
ま
た
、
路
上
の
マ
ー
ク
が
あ
ま
り

目
立
た
な
い
気
が
す
る
が
大
き
さ
や
数

を
変
え
る
予
定
は
な
い
の
か
。

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長

人
の
往
来
が
多

く
、
喫
煙
に
よ
り
他
人
へ
の
危
険
や
迷

惑
が
生
ず
る
場
所
や
、
吸
い
殻
の
散
乱

の
多
い
場
所
等
に
つ
い
て
、
必
要
と
判

断
し
た
場
合
に
は
追
加
指
定
を
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
ー
ク
に
つ

い
て
も
、
効
果
を
高
め
る
貼
り
方
等
を

研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員

自
区
内
処
理
を
原
則
と
す
る
ご

み
処
理
を
考
え
る
と
、
多
額
の
費
用
を

か
け
、
他
地
区
に
依
存
し
て
い
る
現
状

は
あ
る
べ
き
姿
と
言
え
な
い
と
思
う
。

こ
の
点
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長

一
般
廃
棄
物
の
処
理
は
、
最
終

処
分
ま
で
市
の
区
域
内
で
行
わ
れ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ

は
、
身
近
な
所
で
処
理
さ
れ
る
こ
と
で

適
正
な
処
理
が
さ
れ
て
い
る
か
市
民
が

監
視
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
ご
み

の
出
し
方
や
減
量
等
の
責
任
を
よ
り
強

く
自
覚
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

で
き
る
だ
け
早
く
市
内
に
最
終
処
分
場

が
建
設
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
所

存
で
あ
る
。

議
員

「
健
康
日
本
21
所
沢
市
計
画
」

の
中
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
作

成
し
普
及
す
る
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
マ
ッ
プ
を
い
つ
ご
ろ
作
成
す
る
予
定

な
の
か
。

保
健
福
祉
部
長

マ
ッ
プ
は
、
市
民
が

市
の
歴
史
や
景
観
に
触
れ
な
が
ら
、
気

軽
に
歩
い
て
い
た
だ
け
る
コ
ー
ス
に
な

る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。
作
成
は
、
今

年
度
よ
り
毎
年
２
地
区
程
度
を
目
途
に
、

順
次
作
成
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
今

年
度
は
、
並
木
お
よ
び
所
沢
地
区
を
予

定
し
て
い
る
。
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議
員

パ
イ
オ
ニ
ア
工
場
跡
地
に
８
１

８
戸
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
人
口
増
加
に
伴
う
交
通
へ
の

影
響
、
児
童
の
小
中
学
校
受
け
入
れ
の

対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
計
画
部
長

車
両
出
入
り

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
既
存
道
路
を
利

用
せ
ず
、
敷
地
内
道
路
を
利
用
し
て
直

接
県
道
川
越
所
沢
線
に
接
続
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
歩
行
者
に
つ
い
て
も
、

自
主
管
理
の
歩
道
を
設
置
し
、
安
全
性

を
高
め
る
開
発
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
通
学
区
域
と
な
る
学
校
は
、

増
員
が
あ
っ
て
も
教
室
が
不
足
す
る
こ

と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

市
街
化
区
域
内
の
下
水
道
整
備

が
完
了
し
、
現
在
の
普
及
率
は
約
90
％

と
聞
い
て
い
る
が
、
市
街
化
調
整
区
域

の
下
水
道
整
備
計
画
に
つ
い
て
も
伺
い

た
い
。

下
水
道
部
長

平
成
14
年
度
で
市
街
化

区
域
の
整
備
が
概
ね
終
了
し
、
調
整
区

域
第
１
期
の
整
備
も
平
成
19
年
度
に
終

了
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
引
き
続

き
、
平
成
20
年
度
か
ら
５
か
年
計
画
で

第
２
期
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

議
員

地
下
で
都
心
を
一
周
す
る
非
常

に
利
便
性
の
高
い
都
市
高
速
鉄
道
12
号

線
（
大
江
戸
線
）
が
、
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線

東
所
沢
駅
ま
で
延
伸
す
る
構
想
が
あ
る

が
進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

総
合
政
策
部
長

鉄
道
の
新
た
な
敷
設

は
、
所
沢
市
の
力
だ
け
で
進
め
ら
れ
る

問
題
で
は
な
い
た
め
、
大
江
戸
線
の
東

所
沢
駅
ま
で
の
延
伸
に
つ
い
て
明
確
な

時
期
は
お
答
え
で
き
な
い
。

し
か
し
、
練
馬
区
内
で
の
区
画
整
理

事
業
や
大
江
戸
線
の
導
入
空
間
と
な
る

道
路
整
備
が
始
ま
っ
て
お
り
、
少
し
ず

つ
で
は
あ
る
が
着
実
に
事
業
は
進
ん
で

い
る
状
況
で
あ
る
。

議
員

８
月
下
旬
に
全
線
開
通
予
定
の

北
原
安
松
線
だ
が
、
開
通
す
る
箇
所
の

先
は
入
口
部
分
だ
け
広
く
な
り
、
そ
の

先
は
細
い
ま
ま
で
あ
る
。
抜
け
道
と
し

て
の
利
用
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
安
全
対

策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

道
路
公
園
部
長

対
策
と
し
て
「
幅
員

狭
少
」「
交
互
通
行
で
き
ま
せ
ん
」
な

ど
の
大
型
標
識
を
設
置
し
、
通
過
車
両

の
流
入
を
防
い
で
い
く
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
開
通
す
る
道
路
の
す
ぐ
隣
に

牛
沼
小
学
校
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
押
し

ボ
タ
ン
信
号
の
設
置
、
横
断
防
止
柵
の

設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

議
員

市
の
表
玄
関
で
あ
る
所
沢
駅
周

辺
の
区
画
整
理
事
業
や
再
開
発
に
つ
い

て
は
市
民
の
関
心
も
高
い
。
市
民
に
分

か
り
や
す
い
実
施
計
画
＝
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
計
画
部
長

今
後
、
所
沢

駅
東
口
地
区
、
日
東
地
区
、
所
沢
駅
西

口
地
区
の
一
体
感
が
保
た
れ
る
よ
う
配

慮
し
つ
つ
、「
市
の
表
玄
関
に
ふ
さ
わ

し
い
魅
力
と
活
力
あ
る
れ
る
新
生
活
拠

点
」
の
実
現
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
市
民

や
関
係
機
関
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
き
た
い
。

議
員

小
手
指
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
通
り
の
電

線
地
中
化
の
設
計
が
始
ま
る
。
計
画
案

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

総
合
政
策
部
長

小
手
指
駅
北
口
ロ
ー

タ
リ
ー
先
か
ら
国
道
４
６
３
の
小
手
指

駅
北
口
入
口
交
差
点
ま
で
の
５
３
０
ｍ

に
お
い
て
、
歩
道
の
整
備
お
よ
び
電
線

地
中
化
を
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
歩
行

者
の
安
全
確
保
、
街
並
み
の
景
観
向
上

や
都
市
防
災
機
能
の
向
上
を
図
る
。
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
の
意
見

も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

（6）

ところざわ市議会だより

くらし・環境 くらし・環境 くらし・環境 
質問者 

・大石健一（市民クラブ）
・高田昌彦（会派「翔」）
・脇　晴代（共生）
・谷口桂子（公明党）
・吉村健一（公明党）

福祉・医療 福祉・医療 福祉・医療 
質問者 

・末吉美帆子（市民ネット）
・平井明美（日本共産党）
・岡田静佳（市民クラブ）
・村上　浩（公明党）
・赤川洋二（民主党）

▲８月下旬に全線開通予定の北原安松線（牛沼付近）

▲地産地消の拠点「とことこ市」（寿町）

一
般
質
問

般
質
問 

市
政
に
対
す
る 

6月定例会では、２８人
が一般質問を行いました。
質問は各議員の多くの

質問項目中１項目だけが
掲載されています。
なお、質問内容の順は、

項目ごとの議員名順にな
っています。

▲路上喫煙禁止マーク

まちづくり まちづくり まちづくり 
質問者 

・矢作いづみ（日本共産党）
・荻野泰男（市民クラブ）

・杉田忠彦（市民クラブ）
・水村篤弘（民主党）

・当麻　実（民主党）
・小林澄子（日本共産党）



市
長

今
後
の
情
勢
変
化
に
対
応
し
、

財
政
的
に
弾
力
性
を
持
た
せ
る
た
め
に

３
億
円
程
度
の
準
備
基
金
を
確
保
し
、

２
億
円
を
取
り
崩
し
て
介
護
保
険
料
上

昇
の
緩
和
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

直
ち
に
基
金
を
取
り
崩
し
て
保
険
料
を

引
き
下
げ
る
こ
と
は
難
し
い
。

議
員

社
会
保
険
庁
の
管
理
し
て
い
る

年
金
保
険
料
納
付
記
録
の
あ
ま
り
に
も

ず
さ
ん
な
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

市
が
保
有
し
て
い
る
情
報
を
積
極
的
に

公
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
経
済
部
長

国
民
年
金
被
保
険
者

名
簿
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
デ
ー
タ

を
管
理
保
管
し
て
お
り
、
納
付
さ
れ
た

記
録
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
対
応

が
可
能
で
あ
る
。

市
民
の
不
安
解
消
の
た
め
、
国
民
年

金
の
記
録
を
調
査
し
、
回
答
す
る
な
ど

最
善
を
尽
く
し
た
い
。

議
員

県
が
行
っ
た
公
立
小
中
学
校
の

耐
震
改
修
状
況
調
査
に
よ
る
と
、
当
市

で
も
耐
震
性
が
な
い
と
さ
れ
た
も
の
が

あ
っ
た
。
子
ど
も
の
安
全
は
絶
対
に
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
改
修
計
画
を

早
急
に
立
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
総
務
部
長

学
校
施
設
は
、
地
震

発
生
時
に
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
を
図

る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
緊
急
避

難
場
所
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
緊
急
か
つ
最
優
先
な
課
題
と
し

て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
や
県
な
ど

と
も
協
議
を
し
、
早
急
に
耐
震
改
修
を

完
了
さ
せ
た
い
。

議
員

地
域
開
放
型
で
あ
る
松
井
小
学

校
図
書
館
は
、
保
護
者
同
伴
で
な
い
と

利
用
で
き
な
い
な
ど
の
利
用
規
則
が
あ

る
。
そ
ろ
そ
ろ
開
放
の
あ
り
方
を
見
直

す
時
期
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
長

松
井
小
学
校
図
書
館
は
、
安

全
・
安
心
の
観
点
か
ら
開
館
以
来
、
保

護
者
同
伴
で
の
利
用
と
し
て
い
る
。
今

後
、
こ
の
点
を
十
分
留
意
し
な
が
ら
、

新
た
な
学
校
開
放
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ

う
、
地
域
の
方
々
や
保
護
者
の
皆
様
と

と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
。

議
員

子
ど
も
た
ち
が
集
団
で
遊
ぶ
場

所
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、

放
課
後
に
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
な
ど

の
危
険
も
増
え
て
き
て
い
る
。
こ
う
し

た
背
景
か
ら
市
は
「
ほ
う
か
ご
と
こ
ろ
」

を
５
校
で
実
施
し
て
い
る
が
、
今
後
の

実
施
予
定
の
学
校
は
あ
る
か
。

学
校
教
育
部
長

「
ほ
う
か
ご
と
こ
ろ
」

は
、
保
護
者
や
地
域
の
方
か
ら
の
開
設

希
望
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
運
営
委
員

会
が
設
置
さ
れ
検
討
を
重
ね
た
上
で
開

設
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
も
地
域

の
実
情
を
把
握
し
、
地
域
の
協
力
を
得

て
、
安
全
・
安
心
な
子
ど
も
の
居
場
所

作
り
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

議
員

現
在
の
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
は

屋
外
で
、
授
業
も
夏
の
２
か
月
ほ
ど
し

か
で
き
な
い
。
そ
こ
で
複
数
校
で
通
年

利
用
で
き
る
屋
内
温
水
プ
ー
ル
を
整
備

し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長

小
中
学
校
に
お
け
る
プ
ー
ル

学
習
は
、
水
に
親
し
む
機
会
に
も
な
る

こ
と
か
ら
大
変
有
益
で
あ
り
多
く
の
児

童
・
生
徒
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
授
業

で
も
あ
る
。
ま
た
、
障
害
の
あ
る
方
や

高
齢
の
方
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
全

天
候
型
の
屋
内
プ
ー
ル
設
置
の
市
民
要

望
も
多
い
。
健
康
づ
く
り
と
ふ
れ
あ
い

の
場
を
提
供
す
る
施
設
と
し
て
整
備
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

東
狭
山
ヶ
丘
地
区
は
三
ヶ
島
行

政
区
の
最
北
に
、
北
中
地
区
は
富
岡
行

政
区
の
最
西
に
位
置
し
、
既
設
の
多
目

的
複
合
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
づ
ら

い
状
態
で
あ
る
。
人
口
の
増
加
や
高
齢

化
に
伴
い
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
多
目
的

複
合
施
設
を
設
置
で
き
な
い
か
。

市
民
経
済
部
長

ご
指
摘
の
２
地
区
に

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
が
な
い
た
め
、

地
域
の
方
に
は
時
間
的
に
も
距
離
的
に

も
ご
不
便
を
か
け
て
い
る
こ
と
は
十
分

理
解
し
て
い
る
。
今
後
、
現
在
設
置
さ

れ
て
い
る
施
設
の
有
効
活
用
な
ど
を
考

慮
に
入
れ
、
総
合
的
に
研
究
し
て
い
き

た
い
。

議
員

昨
年
４
月
か
ら
生
活
ク
ラ
ブ
が

有
料
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
対
象
学

年
を
６
年
生
ま
で
拡
大
は
し
た
が
、
入

所
希
望
者
５
８
７
人
に
対
し
、
入
所
で

き
た
児
童
は
４
５
４
人
で
あ
る
。
入
所

で
き
な
か
っ
た
児
童
へ
の
対
応
は
ど
う

し
て
い
る
の
か
。

市
民
経
済
部
長

生
活
ク
ラ
ブ
に
入
会

で
き
な
か
っ
た
児
童
に
つ
い
て
は
、
夏

休
み
期
間
中
に
限
り
、
一
時
的
に
生
活

ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
も
ら
い
、
在
籍
児

童
と
し
て
適
切
な
遊
び
と
生
活
の
場
を

提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

現
在
の
小
児
科
医
師
不
足
問
題

や
、
当
市
の
小
児
救
急
を
多
く
受
け
入

れ
て
い
た
清
瀬
小
児
病
院
が
２
年
後
に

移
転
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
県
の
構
想

す
る
医
療
圏
の
集
約
化
の
基
に
、
近
隣

市
と
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
を
構
築
す
る

べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長

小
児
科
を
は
じ
め
医
師
不
足
解

消
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
現

在
、
保
健
所
を
中
心
に
所
沢
市
・
狭
山

市
・
入
間
市
で
の
協
議
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
小
児
救

急
医
療
体
制
の
整
備
充
実
に
向
け
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員

高
齢
社
会
と
な
り
、
今
後
、
認

知
症
高
齢
者
が
ま
す
ま
す
増
加
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
地
域
や
市
民
に
よ

る
高
齢
者
保
護
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
の
充
実
が
課
題
と
考
え
ら
れ
る
が
見

解
を
伺
い
た
い
。

保
健
福
祉
部
長

市
で
は
、
警
察
署
、

新
聞
販
売
協
会
、
タ
ク
シ
ー
協
議
会
な

ど
と
協
力
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
情
報
提

供
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
す

す
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
徘
徊

す
る
認
知
症
高
齢
者
の
発
見
・
保
護
に

努
め
て
い
る
。
今
後
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
新
た
な
仕
組
み
に
つ

い
て
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員

現
在
、
視
聴
覚
障
害
者
に
対
す

る
市
の
情
報
提
供
は
、
ど
の
よ
う
に
な

さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
情
報
の
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
目
指
し
て
、

Ｓ
Ｐ
コ
ー
ド
を
取
り
入
れ
て
い
く
べ
き

だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

総
合
政
策
部
長

視
聴
覚
障
害
者
に
は
、

点
字
版
・
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
版
な
ど
の

広
報
の
提
供
、
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
は
音
声
に
よ
る
案
内
を
行
っ
て
い

る
。
Ｓ
Ｐ
コ
ー
ド
導
入
に
つ
い
て
も
、

今
後
十
分
協
議
し
て
い
き
た
い
。

議
員

市
長
の
掲
げ
た
政
策
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
お
い
て
、
平
成
19
年
ま
で
に
保

育
園
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
す
と
あ

る
。
待
機
児
童
数
は
か
な
り
減
っ
て
は

い
る
が
、
こ
れ
で
よ
し
と
す
る
の
か
伺

い
た
い
。

市
長

待
機
児
童
削
減
の
た
め
、
民
間

保
育
園
の
新
設
・
増
設
の
促
進
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
４
年
前
に

は
３
６
９
人
で
あ
っ
た
待
機
児
童
数
は

現
在
１
２
５
人
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
今
後
も

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員

米
軍
所
沢
通
信
基
地
・
東
西
連

絡
道
路
用
地
の
一
部
返
還
に
つ
い
て
、

米
軍
側
の
返
還
条
件
、
連
絡
道
路
設
置

に
関
わ
る
費
用
負
担
に
つ
い
て
市
長
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

市
長

正
当
な
返
還
条
件
等
に
つ
い
て

は
、
現
在
日
米
の
政
府
間
で
協
議
さ
れ

て
お
り
、
今
後
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
費
用
負
担
に
つ
い
て
は

市
と
し
て
大
き
な
支
障
を
受
け
て
い
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
日
米
の
政
府
間
の

問
題
と
し
て
国
の
責
任
に
お
い
て
、
相

応
の
費
用
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員

所
沢
市
の
歳
入
は
個
人
市
民
税

が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
団
塊
世
代
が

納
め
て
い
る
市
民
税
額
は
他
の
世
代
と

比
較
し
て
も
最
も
多
い
。
こ
の
団
塊
世

代
が
退
職
し
た
後
、
個
人
市
民
税
の
推

移
を
ど
の
よ
う
に
予
測
し
て
い
る
か
。

財
務
部
長

今
後
、
団
塊
の
世
代
が
定

年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
近
年
、

定
年
後
も
仕
事
を
さ
れ
る
方
が
多
い
こ

と
や
、
景
気
回
復
に
伴
い
雇
用
が
促
進

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
こ
数

年
は
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
を
維
持
す
る
と

考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
現

役
世
代
が
減
少
し
、
年
金
世
代
が
増
加

す
る
こ
と
か
ら
、
徐
々
に
減
収
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

議
員

平
成
16
年
度
か
ら
平
成
19
年
度

ま
で
の
４
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
策

定
さ
れ
た
「
行
政
改
革
大
綱
」
が
今
年

度
で
終
了
す
る
。
行
政
改
革
の
総
合
的

な
評
価
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

市
長

行
革
大
綱
の
目
標
の
41
項
目
の

う
ち
33
項
目
を
達
成
し
た
。
職
員
削
減

や
給
与
の
見
直
し
、
事
務
事
業
の
見
直

し
な
ど
で
、
約
27
億
円
の
削
減
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
達
成
し
て
い
な
い
項
目

に
つ
い
て
も
引
き
続
き
努
力
し
て
い
く

と
と
も
に
、
新
行
革
大
綱
に
引
き
継
い

で
い
き
た
い
。

議
員

市
の
借
金
が
１
千
億
円
を
達
成

し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
本
当

か
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
巨
額
の
借
金

は
何
の
た
め
に
借
り
ら
れ
た
も
の
な
の

か
伺
い
た
い
。

市
長

債
務
残
高
は
、
平
成
17
年
度
決

算
時
点
で
、
約
９
５
２
億
７
千
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
都
市
基
盤
や

教
育
施
設
の
整
備
、
そ
の
他
市
民
生
活

に
密
着
し
た
事
業
の
た
め
に
借
り
入
れ

を
行
っ
た
結
果
で
あ
る
。
借
り
入
れ
の

際
は
、
財
政
収
支
や
、
市
民
負
担
の
世

代
間
公
平
を
勘
案
し
て
お
り
、
当
市
の

財
政
運
営
の
た
め
に
有
効
な
方
法
だ
っ

た
と
考
え
て
い
る
。

議
員

介
護
保
険
特
別
会
計
の
基
金
が

約
５
億
８
千
万
円
に
達
し
て
い
る
。
市

は
、
平
成
21
年
度
の
第
４
期
事
業
年
度

に
基
金
を
投
入
し
て
新
保
険
料
率
を
算

定
す
る
と
い
う
。
２
年
後
を
待
た
ず
、

直
ち
に
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
実
施
す

べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
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▲松井小学校図書館（上安松）

※
Ｓ
Ｐ
コ
ー
ド
…
文
字
情
報
を
内

包
し
た
バ
ー
コ
ー
ド
の
一
種
で
、

専
用
の
読
取
装
置
を
あ
て
る
と

音
声
で
情
報
を
読
み
上
げ
る
。

行政・財政 行政・財政 行政・財政 
質問者 

・松本元伸（市民クラブ）
・石本亮三（民主党）
・桑畠健也（会派「翔」）
・安田敏男（ゴリラの会）
・荒川　広（日本共産党）
・浅野美恵子（民主党）

教育・生涯学習 教育・生涯学習 教育・生涯学習 
質問者 

・菅原恵子（日本共産党）
・安田義広（会派「翔」）

・西沢一郎（公明党）
・石井　弘（市民クラブ）

・福原浩昭（公明党）
・城下師子（日本共産党）
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●項目の見方 

◆議会の構成／委員会◆

総務常任委員会

10

9

11

1 5 12

2 6 13

3 7 14

4 8 15

◎：委員長　○：副委員長

市政全般の企画や調整、財務、市税、契
約、消防等に関することを審査します。

◎岡田　静佳　○菅原　恵子
荻野　泰男　　安田　敏男
平井　明美　　高田　昌彦
村田　哲一　　小川　京子
大舘　靖治

教育福祉常任委員会

小・中学校の教育、公民館、図書館、福
祉、保健、医療等に関することを審査し
ます。

◎小林　澄子　○大石　健一
荒川　　広　　石井　　弘
桑畠　健也　　赤川　洋二
秋田　　孝　　西沢　一郎
谷口　桂子

市民環境常任委員会

環境対策、ごみ対策、リサイクル、商業、
農業、交通、国保年金等に関することを
審査します。

◎安田　義広　○水村　篤弘
矢作いづみ　　杉田　忠彦
末吉美帆子　　石本　亮三
福原　浩昭　　村上　　浩
浜野　好明

公 明 党

西
にし

沢
ざわ

一
いち

郎
ろう

①
三ヶ島5ｰ2058ｰ10

04（2947）6991

ゴリラの会

安
やす

田
だ

敏
とし

男
お

④
上安松476ｰ1

04（2944）2633

民 主 党

水
みず

村
むら

篤
あつ

弘
ひろ

②
上安松864ｰ4

04（2993）0080

民 主 党

石
いし

本
もと

亮
りょう

三
ぞう

①
下富1209ｰ16

04（2942）9688

日本共産党

城
しろ

下
した

師
のり

子
こ

③
中富南4ｰ28ｰ2ｰ208

04（2942）9456

日本共産党

矢
や

作
さく

いづみ②
中富南2ｰ14ｰ12

04（2943）3633

市民クラブ

秋
あき

田
た

孝
たかし

③
旭町12ｰ15

04（2993）4622

会派「翔」

安
やす

田
だ

義
よし

広
ひろ

②
上安松521ｰ1

04（2995）4446

会派「翔」

高
たか

田
だ

昌
まさ

彦
ひこ

②
中新井4ｰ9ｰ7

04（2942）3413

公 明 党

福
ふく

原
はら

浩
ひろ

昭
あき

①
東狭山ヶ丘6ｰ2800ｰ5

04（2922）6973

公 明 党

村
むら

上
かみ

浩
ひろし

②
上新井184ｰ16

04（2928）5264

公 明 党

吉
よし

村
むら

健
けん

一
いち

①
上安松1279ｰ5

04（2993）0028

公 明 党

谷
たに

口
ぐち

桂
けい

子
こ

③
上新井965ｰ14

04（2928）0752

市民クラブ

岡
おか

田
だ

静
しず

佳
か

②
小手指町1ｰ23ｰ6ｰ205

04（2921）7533

常 　 任 　 委 　 員 　 会
議会運営委員会

議会の運営に関する事項、議会の会議規則、
委員会に関する条例等、議長の諮問に関す
る事項を調査します。

議会報・図書室委員会

市議会だよりの発行、議会図書室の管理・運
営を行います。

◎浜野　好明　○西沢　一郎
菅原　恵子　　石井　　弘
末吉美帆子　　石本　亮三
赤川　洋二　　福原　浩昭
高田　昌彦

建設水道常任委員会

道路、都市計画、市営住宅、再開発、区画整
理、公園、上下水道等に関することを審査し
ます。

◎浅野美恵子　○島村　省吾
松本　元伸　　脇　　晴代
城下　師子　　中村　　太
吉村　健一　　当麻　　実
久保田茂男

18 25 32

19 26 33

20 27 34

21 28 35

22 29 36

公 明 党

小
お

川
がわ

京
きょう

子
こ

④
東所沢2ｰ5ｰ6

04（2945）2161

民 主 党

当
とう

麻
ま

実
みのる

④
山口1409ｰ1

04（2924）2512

日本共産党

小
こ

林
ばやし

澄
すみ

子
こ

②
泉町1819ｰ3

04（2928）2798

日本共産党

菅
すが

原
わら

恵
けい

子
こ

②
西所沢1ｰ26ｰ6ｰ302

04（2939）5499

日本共産党

荒
あら

川
かわ

広
ひろし

⑦
下安松496ｰ16

04（2944）6208

市民クラブ

荻
おぎ

野
の

泰
やす

男
お

①
糀谷1746ｰ1

04（2949）6735

市民クラブ

島
しま

村
むら

省
しょう

吾
ご

②
北岩岡410

04（2942）0417

市民クラブ

杉
すぎ

田
た

忠
ただ

彦
ひこ

①
坂之下245ｰ1

04（2944）3537

会派「翔」

中
なか

村
むら

太
とおる

②
東所沢和田1ｰ18ｰ1

04（2944）0956

市民クラブ

石
いし

井
い

弘
ひろし

①
狭山ヶ丘1ｰ3003ｰ109

04（2948）8586

市民クラブ

松
まつ

本
もと

元
もと

伸
のぶ

①
中新井3ｰ7ｰ8

04（2943）0754

市民ネット

末
すえ

吉
よし

美
み

帆
ほ

子
こ

①
小手指町3ｰ20 Qｰ211

04（2949）4317

共　　生

脇
わき

晴
はる

代
よ

③
三ヶ島1ｰ119ｰ5

04（2948）7387

市民クラブ

大
おお

石
いし

健
けん

一
いち

②
宮本町2ｰ18ｰ13

04（2923）6979

会派「翔」

桑
くわ

畠
はた

健
けん

也
や

②
緑町1ｰ6 15ｰ107

04（2921）8248

17 24 31

市民クラブ

大
おお

舘
だち

靖
せい

治
じ

③
小手指元町2ｰ29ｰ12

04（2948）4490

民 主 党

赤
あか

川
がわ

洋
よう

二
じ

②
若狭3ｰ2383ｰ25

04（2947）3966

16 23 30

民 主 党

村
むら

田
た

哲
てつ

一
いち

⑥
花園2ｰ2349ｰ8

04（2943）0777

市民クラブ

久
く

保
ぼ

田
た

茂
しげ

男
お

③
山口1212ｰ27

04（2922）3913

日本共産党

平
ひら

井
い

明
あけ

美
み

⑥
西狭山ヶ丘1ｰ3118ｰ17

04（2948）6077

民 主 党

浅
あさ

野
の

美
み

恵
え

子
こ

②
北秋津876ｰ3 Ｈｰ204

04（2995）1463

市民クラブ

浜
はま

野
の

好
よし

明
あき

③
北岩岡40ｰ7

04（2942）4917

◆議会の構成／委員会◆

・・・任期は平成23年 4月30日までです。・・・

◎久保田茂男　○赤川　洋二
矢作いづみ　　松本　元伸
平井　明美　　大石　健一
島村　省吾　　水村　篤弘
村上　　浩　　吉村　健一
安田　義広　　高田　昌彦

◎：委員長　○：副委員長




